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がり」現象（杉藤 1980）等に関して報告したが（佐藤 2018A, 2018B）、これらは、主にア
クセント句単位の音調やアクセント核およびその近傍に着目した分析であったため、明ら
かにできない点も多かった。例えば、アクセント位置から次拍へのピッチ降下量は、2～3 





















































































アクセント終結部(Accent coda)−句終結部(Phrase ending) 
  



























































 図３ アクセント句の構造とその音調パタンの例 
 
３.３ 音調パタンの開始と終結 
 話者 MBの図３の音調パタンを見てみると、10 ST弱から始まり 16 STまで上昇する。動
態核/ga]ku/で 2 ST程度降下し、アクセント単位（「高学年」）末で 4 STまで降下し、さら
に発話単位(UU)末/kara/で 1 ST 程度に降下する。図４は話者 FA のフィラーが先行する場















































































降にすぎない。一方アクセント終結部では 10 ST 程度降下している。一方、図４では動態
核/sa]ku/で降下量は 8 ST 程度、図１最後のアクセント単位/naNtona]kuH/における動態核

































































































































































































































229, 徳川宗賢編「論集日本語研究 2 アクセント」，有精堂出版
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